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い。」と挨拶した。
　初めに、役員人事案件として、監
事選出団体の都合による監事辞任の
承認と監事代理を選任した。
　続いて、各事業団体の総会等が全
労済石川を残し終了したことや地域
ライフ・サポートセンターの総会が
全地域で終了したこと、中央労福協・
中部会館協の諸会議などについて報
告し確認した。

　その後、理事長・副理事長・専務理事・事務
局長にかかる各種団体役員等への就任、労福協
各種委員会委員選任、メーデー協賛事業となる
東日本大震災復興支援事業（パネル写真展、被
災現地視察）、蘇州市総工会受入れ、中部労福
協等の諸会議出席など協議事項が提案され、全
ての協議事項について、提案どおり満場一致で
承認され、活動の具現化へ歩を進めた。
　なお、柚木貴芳氏の監事辞任に伴う後任の監
事代理として、幸田健太郎氏が就任しました。

　石川労福協は、７月 18 日（水）フレンドパー
ク石川において、第３回理事会を開催した。
　西田満明理事長が、「先般の中国・四国地方
を中心とした豪雨災害の犠牲者・被害者にお見
舞申し上げます。第 57 回通常総会後、国際労
働財団のタイ＆ラオスチーム対応、メーデー協
賛行事への協力に対しお礼申し上げます。本理
事会では、本年度の事業の具体的な遂行にかか
る提案に真摯なご審議をいただくとともに、労
働者自主福祉運動の推進に向けご協力を願いた
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各委員会の構成

2018年度活動の推進に向けて
� 第３回理事会を開催した
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（７月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
7月26日 木 ２０１８年度第１回労働者自主福祉運動活性化会議 フレンドパーク石川

30日 月 労福協 ２０１８年度第１回事業団体連絡会議 　　〃
31日 火 全労済石川推進本部 第１回組合員代表者会議 労済会館
〃　 〃 石川勤労者共済生協 通常総代会 　　〃

8月1日 水 労福協 ２０１８年度第２回人事委員会 フレンドパーク石川
〃　 〃 フレンドパーク石川 運営委員会 　　〃
2日 木 食とみどり水ＮＷ 幹事会 県教育会館
3日 金 労信協 設立５０周年記念式典・祝賀会 ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢
7日 火 中部労福協 第６回労働者福祉運動の理念 ･ 歴史 ･ リーダー養成講座 ( ～８日 ) 姫路市
9日 木 ２０１８年度第２回自主福祉運動活性化会議 労済会館

21日 火 労福協 ２０１８年度第３回三役会議 フレンドパーク石川
〃　 〃 ２０１８年度第２回事業団体連絡会議 　　〃

23日 木 中部労福協 ２０１８年度第２回幹事会 ( ～２４日 ) 滋賀県
25日 土 メーデー協賛 東日本大震災復興支援 写真パネル展 もてなしドーム イベント広場
27日 月 労福協 ２０１８年度第４回理事会 フレンドパーク石川
30日 木 メーデー協賛 東日本大震災復興支援 現地視察 ( ～９月１日 ) 宮城県

これからの行事予定

タイ＆ラオスチームとの意見交換
　石川労福協は、
JILAF の要請に
よる６月25日（月）
に発展途上国であ
るタイとラオスに
おいて労働組合運
動で活躍する若者各６名（計 12 名）のチームの
来県を受けて、このチームとの意見交換会をフ
レンドパーク石川で開催した。
　柚木光副理事長が歓迎の挨拶をしたのち、中
川博専務理事が、パワーポイントを利用して労
福協と会員団体の概要・事業を紹介した。
　チームのメンバーからは、労金ローンの預金
や融資利率の状況などを質問する傍らタイ・ラ
オスにおける、労働者福祉事業における失敗談
が披露されるなど予定した時間一杯を使い真剣
な意見交換が行われた。引き続いて、連合石川
とも意見交換が行われ、日本における労働者を
取り巻く環境の具体的な内容に触れ、研修した。

JILAF（国際労働財団）

さわやかU「クヌギ林育成ボランティア」
　７月 20 日（金）～ 21 日（土）にかけて、珠洲市
東山中町周辺のクヌギ林の育成にかかる下草刈

り等のボランティ
ア活動に労福協と
他団体から各３
名、計６名が参加
した。
　当日は、連日の
猛暑により作業実

施を不安視したが、下草刈り作業の一部を枝打
ち作業に変更して、茶道に利用する茶炭の原料
となるクヌギ林の育成作業を実施した。
　クヌギの木立に囲まれたところとはいえ、最
高気温が 32 度近くまで上昇し、強い日差しと
ほぼ無風の林の中は厳しい環境で、水分補給と
適度な休憩を挟み無事に目標とする作業を成し
遂げることができた。
　絞ると汗が滴るほどに濡れた作業服に当たる
微風が、僅かな涼しさを呼び起こし、作業の充
実感を味わいながら、今回のボランティア活動
を終えた。
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　６月21日（木）石川県立音楽堂において、北陸
労働金庫第17回通常総会が代議員248名出席の
もと開催された。
　冒頭、森本富志雄理事長より、「日頃より北陸
労働金庫の事業活動に対しご理解とご協力いただ
いていることに御礼申し上げます。2017年度は第
６期中期計画の初年度として、「会員・推進機構
等との連帯と協働による、ろうきん運動の前進」、
「安心してご利用いただける商品・サービスの提
供」、「お客様の期待に応える『人材』育成」、「安定
した経営基盤の構築」の４つの柱を掲げ、会員・
組合員の可処分所得向上のための「暮らしステッ
プアップ運動」の展開、非正規組合員の資金ニー
ズに対応した「夢をかなえ制度」を設けるなどの取
組みを進めてまいりました。
　また、昨年11月には、様々な重要課題に対し
スピード感を持って対応していくため、常勤役員
を中心に「北陸労働金庫改革会議」を設置し、『北
陸労働金庫』として、将来にわたり安定した事業
運営を継続的に行い、「働く人々の生活を守り、
生活向上を目指す金融機関」としての使命を果た
していくための議論を進めてきました。今年度も
役職員一同、会員・組合員の生活改善と可処分
所得の向上を目指し「暮らしステップアップ運動」
に全力を挙げて取り組んで参りますので、より一
層のご支援・ご協力をお願い致します。」と挨拶が
あった。
　理事長挨拶の後、来賓として出席された、徳田
博石川県商工労働部長、西田満明連合石川会長、
辻政光連合富山会長、横山龍寛連合福井会長、北
陸三県の労福協代表が紹介され、徳田博石川県商
工労働部長と横山龍寛連合福井会長が祝辞を述べ
られた。
　続いて、報告事項として、「2017年度業務報告」

北陸労働金庫第17回通常総会

全国会館協2017年度第３回幹事会

「2017 年度計算書
類報告」「監査報告」
が行われた。2017
年度事業概況で
は、預金は157億
66百万円増加し、

期末残高は7,500億 70百万円に、融資は５億89
百万円減少し、期末残高は4,010億 76百万円とな
り、税引き後の当期純利益が４億31百万円となっ
たと報告があった。
　続いて、議案審議にて、「2017年度剰余金処分案」、
「2018年度事業計画」、内計数計画として預金残高
増加額90億円、融資残高増加額６億37百万円な
らびに融資新規実行額500億円、当期純利益３億
50百万円、そして「役員補充選任」などの議案が提
案され、提案された議案はすべて承認された。
　最後に、「“暮らしを守るキャンペーン”を展開し、
働く人々の生活を守り、安心して暮らせる社会の
実現を目指そう！」等の総会スローガンが採択さ
れ閉会した。

　全国会館協は、７月12日（木）から13日（金）に
かけて第３回幹事会をワークピア横浜（神奈川県
横浜市）で開催した。
　中塚宗浩会長（Riseville都賀山）は、「先週の西日
本を中心とした集中豪雨による被害者・被災地に
お見舞い申し上げます。本日は、第48回定期総
会・役職員研修会の成功に向けて議論をいただき
たい。」と開催挨拶をし、議事に入った。
　中央労福協の諸会議報告に続き、定期総会にお
ける議案審議、役職員研修会の研修内容等を詰め、
第48回定期総会・役職員研修会の開催に向けて
準備を進めた。
　また、任期満了に伴う次期役員体制についても
協議が行われたが、継続審議となった。
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スポレク文化部会活動
『第７回チャリティコンペ』
　加賀地域 LSC は、第７回チャリティコンペ
を６月 30 日（土）片山津ゴルフ倶楽部山代山中
ゴルフ場で開催しました。
　例年 10 月頃の行事として行っていましたが、
秋に行事が多い為６月の開催となりました。梅
雨時期で有る為、当初は天候が心配されていま
したが、連日真夏日が続き、当日は天候より熱
中症が心配される日で、総勢 11 名の参加者達
は、汗を流しながら思い思いのプレーを楽しん
でいました。
　当日寄せられたチャリティ募金（11,000円）は、
来年３月に加賀市に寄付し、児童福祉事業に充
てられます。

第 16回　退職前セミナー　加賀会場
　加賀地域 LSCでは、７月 21 日（土）に５回目
となる「退職前セミナー」を開催しました。
　冒頭、山本和志会長のあいさつの後、労金・
全労済からの商品紹介が行われ、その後、本題
である講義がスタートしました。
　講義内容が「退職前セミナー」ということで、
参加者は退職間近の方が多く、年金の話や老後
の医療にかかわる話、税金、保険等、日頃なか
なか聞く事の出来ない内容の講義とあって、参
加者はメモを取りながら真剣に聞き、疑問点が
あるとその都度質問していました。
　講義終了後の個別相談では、何人かの方が、

加賀地域 LSC

【試合結果】
優　勝：高橋　　徹（北陸労金）
準優勝：林　　智之（月星）
第３位：新家　俊洋（月星）

≪ソフトボール大会≫
7 月 8日・金沢市営専光寺ソフトボール場
◇金沢大会第 1組
　①ゼロゼロイチナナ　②茶虎会　③夢や、金沢リックス

≪バスケットボール大会≫
7 月 8日・津幡運動公園体育館
◇男子 1組
　① RAVE　②ナンバー　③ルーザース

≪ソフトボール大会≫
7 月 15日・七尾市二枚田グラウンド
◇七尾大会
　①能登テック　②武部のために

≪バスケットボール大会≫
7 月 15日・金沢市額谷ふれあい体育館
◇大会第２日シニアの部
　①馬場ちゃんず　②TMB・SNB
　③オータムボーイズ

≪バスケットボール大会≫
7 月 22日・金沢市額谷ふれあい体育館
◇大会 3日女子の部
　①ルーザース（金沢）　②金東OG（七尾）
　③CHOCOキムチ（金沢）

≪ソフトボール大会≫
7 月 22日・金沢市営専光寺ソフトボール場
◇金沢大会最終日
　①DZシャークス　②ボンバーズ
　③相球会、県済生会金沢病院

≪バスケットボール大会≫
7 月 29日・津幡運動公園体育館
◇男子２組
　① SBC（小松市）　② Sakuran の家　③チェンバース

勤　体　協
第51回県勤労者夏季体育大会

各地域LSC「退職前セミナー」開催状況
●  白山・野々市地域 LSC　７月７日（土）
● 小松・能美地域 LSC　　７月 21 日（土）
● 金沢地域 LSC　７月 28 日（土）開催予定

社労士法人ウィズの先生に話を聞きに行かれて
いましたが、「何をどこから聞けばよいのか？」
と悩んでいる参加者もいて、それほど参加され
た方にとって貴重で、重要なセミナーであった
のだと感じさせられました。
　今後もこの様な
活動を通して、ラ
イフ・サポートセ
ンターの活動をア
ピールしていきた
いと思います。
� 加賀地域 LSC　事務局長　御舘　啓太


